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〔目的〕　果実や野菜等の細胞間充填物質であるペクチン質の分解酵素の１つであるペク

チンエステラーゼ（ＰＥ）の精製にアフィニティクロマトグラフィーを試みるに当たり，

これに用いる充填剤の合成に際して.   A ，B  2 種の担体にそれぞれ数種のリガンドを結合

させて得た充填剤についてP  E 精製の効果を比較した。

〔方法〕　 供試材料として富有柿を用いた。P  E 活性は，基質1  % ペクチン溶液(0.  lM －

NaCl 溶液含む）より遊離する酸の生成量を0. IN NaOH 溶液で中和する方法を用いた。

カラム充填剤の合成法Ａは，担体にアルキルアミンビーズを用い,  カルボジイミドで活

性化し，リガンドとしてポリガラクチュロン酸，ペクチン，ペクチン酸の３種を用い，水

素化ホウ素ナトリウムを加え，よく振って反応させる方法であり，B は担体にアミノ基を

有したAH－セファn  ース4Bを用い，リガンドとしてペクチン，ペクチン酸の２種を用いて

カルボジイミドを加えて反応させる方法で調製した。次に充填剤をカラムに詰め(10 φ×

20iiim）, 緩衝化後,    P E 溶液を0.2    ㎡／分の流速で吸 着させ，種々の条件で溶出させた。

蛋白質濃度及びP  E 活性を測定し，比活性，収量等を求め，比較検討した。

〔結果〕　種々の条件で充填剤の合成を行い，P  E を精製した結果，いずれもアフィニテ

ィクロマトグラフィーの目的は達しられたが,   AH－セファロース4Bにリガンドとしてペク

チン酸を用いて充填剤の合成を行い,   P E をPH 6. 0の0. OlM リン酸緩衝液で充填剤に吸着

させ,     0.5M-NaClを含むPH 6. 0のO.OIM リン酸緩衝液で溶出させることにより，精製度が

約20 倍，回収率が76.0% と良いアフィニティクロマトグラフィーを行うことが出来た。

C 120 各種多糖類分解酵素生産性株Fusidium sp. の菌学的諸性質

和洋女大文家政　○大野　信子、御園　光信、　千葉大農化　藤井　貴明

目的】多 糖類資化性菌を分 離する 目的で炭素源にプ ルラ ンを加え、pH3 に調整し た基本

培地を用いて、 土壌などの試料を集 積培養したところ、デンプ ンの資化性 能に 優れたBX-

1 株が得ら れた。 本菌はこ れ まで に報告例の極めて少な い特異な性質を有 するFusidiurn

属に属するこ とが明らかにさ れた。 そこ で、 本菌の生理化 学的性質ならびにm 胞外に生産

される酵 素を 中心 に検討を加え た。

方法】酵素 の生産は、BX-1 株を 基本塩類培地に各種炭 素源2% を加え たも のを用いて、

28   ℃で回転振温培 養(lSOrpm) して 行った。アミラ ーゼならびに キシラ ナーゼの活性は、

可溶性デンプン。 キシランを基質とし、 生じ た還元糖を3, 6－ジニト ロプタル酸 法で測定

し て求めた。

結果】本菌は。非 カロ チノイド性 の乳檀 色の色素を生成し、多 くの液体 培地 で酵 母状の

不 完全 菌で、糖類 の発酵 能は持たない が、 単糖類、二糖類 から多 糖類まで の多 様な炭 素源

を資 化して良好に生育 することができ た。 本菌は初発pH が3～12 の広い範 囲で 生育し たが

酵 素生産が最高になっ たのはpH5~6 の範 囲であ った。ま た、生 育にはチアミンを絶対 的に

必要とし た。本菌 の生産するアミラ ーゼ、 キシラナ ーゼな どの各種糖質分解酵 素は、 いず

れもこ れらの酵素の基質’になる物質とグリ セロ ールにより生産量 が上 昇した。こ れら の酵

素活性 は、pH4~5 付近に至 適pH  を持ち、50 I以 下で安定であっ た。 なお。本菌 の生産 する

アミラ ーゼはa  - アミラ ーゼとグルコアミラ ーゼからなること が明らかにされている。1)
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